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春野生姜部会　
今年初めての現地検討会開催

　

春
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
春
野

生
姜
部
会
は
１
月
26
日
、
春
野
町
で

今
年
初
の
ハ
ウ
ス
新
生
姜
の
現
地
検

討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
部
員
15

人
が
参
加
し
、
同
町
内
２
カ
所
の
ハ

ウ
ス
を
視
察
。
部
員
同
士
で
生
育
状

態
を
確
認
し
合
い
、
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

営
農
指
導
課
の
池
彰
仁
さ
ん
は
今

年
の
天
気
の
推
移
や
日
照
時
間
な
ど

に
つ
い
て
説
明
後
、
温
度
管
理
に
注

意
す
る
こ
と
な
ど
を
呼
び
掛
け
ま
し

た
。
池
さ
ん
は
「
今
期
は
秋
の
高
温

が
あ
っ
た
も
の
の
曇
雨
天
、
多
湿
の

場
面
も
少
な
く
、
天
候
に
恵
ま
れ
て

い
る
。
現
地
検
討
会
を
重
ね
、
部
会

の
Ａ
品
率
10
％
上
昇
を
目
指
す
」
と

意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

同
部
会
の
生
田
幸
孝
部
会
長
は
ハ

ウ
ス
の
様
子
を
見
て
「
病
気
等
な
く

き
れ
い
な
仕
上
が
り
。
被
覆
を
３
重

に
す
る
こ
と
で
重
油
コ
ス
ト
を
抑
え

る
な
ど
工
夫
が
見
え
、
各
自
出
荷
に

向
け
準
備
が
で
き
て
い
る
。
収
穫
が

楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
中
央
会
と
高
知
県
農
協
農
政
会

議
は
１
月
５
日
、
高
知
市
で
農
政
推
進
の
集

い
を
開
き
、
令
和
４
年
の
全
国
農
政
運
動
の

結
果
や
来
年
度
の
農
政
運
動
方
針
等
に
つ
い

て
共
有
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
中
央
会
総
務
企
画
部
の
藤
井
洋

光
部
長
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
高
知
の
令
和
４

年
農
政
活
動
に
つ
い
て
発
表
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
国
消
国
産
運
動
に
合
わ
せ
て
、
再
生
産
に

配
慮
さ
れ
た
適
切
な
水
準
で
の
価
格
転
嫁
に

つ
な
げ
る
た
め
、
消
費
者
の
行
動
変
容
に
向

け
ポ
ス
タ
ー
や
Ｃ
Ｍ
を
作
成
し
た
こ
と
や
、

売
上
の
一
部
を
産
地
に
還
元
す
る
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ａ
茶
り
テ
ィ
ー
ボ
ト
ル
」
を
販
売
し

た
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
高
知
女
性
組
織
協
議
会
は
１
月
20
日
、

ミ
ド
ル
世
代
研
修
会
を
高
知
市
で
開
き
ま
し
た
。

組
織
間
の
交
流
や
学
習
、
意
見
交
換
の
場
と
す

る
こ
と
が
狙
い
。
昨
年
度
に
続
く
２
回
目
の
開

催
で
、
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構
基
礎
研
究
部
主
席

研
究
員
の
小
川
理
恵
さ
ん
が
「
Ｊ
Ａ
に
お
け
る

女
性
の
組
織
運
営
参
画
の
意
義
と
役
割
」
と
題

し
講
演
。
小
川
さ
ん
は
、
女
性
の
持
つ
「
気
づ
く

力
」
は
「
バ
ネ
」、「
つ
な
ぐ
力
」
は
「
接
着
剤
」

と
表
現
し
Ｊ
Ａ
の
「
宝
」
と
強
調
。
他
県
Ｊ
Ａ
女

性
部
の
取
り
組
み
を
例
に
挙
げ
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｊ
Ａ
高
知
県
女
性
部
れ
い
ほ
く
地
区
の

真
辺
由
香
副
部
長
に
よ
る
、
使
用
済
み
の
米
袋

を
使
っ
た
米
袋
バ
ッ
ク
作
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

高知地区

ミドル世代を対象にした研修会開催
　米袋バックも作成

ＪＡグループ高知の代表者や国会議員、高知県知事など約70人が出席しました。

高知県農協農政会議・ＪＡ高知中央会
　農政推進の集い開く

ハウス内で視察しながら意見を交わす部員ら

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

　

高
知
県
は
１
月
22
日
、
高
知
市
で

「
高
知
家
の
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
２
」
を
開
き
ま

し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
お
米
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
資
格
を
持
つ
、
Ｊ
Ａ

高
知
県
営
農
販
売
事
業
本
部
米
穀
課

の
西
岡
彰
夫
さ
ん
が
お
米
に
関
す
る

講
話
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
に
お
け

る
米
の
消
費
動
向
か
ら
、
少
子
高
齢

化
や
食
の
多
様
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
米
の

年
間
消
費
量
が
減
少
し
続
け
て
い
る

こ
と
を
発
表
。
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
や

作
付
け
の
見
直
し
が
必
要
な
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
Ｊ
Ａ
の
主

要
な
ブ
ラ
ン
ド
米
「
よ
さ
恋
美
人
」

な
ど
５
種
類
の
米
を
紹
介
し
、
来
場

者
全
員
に
２
合
ず
つ
配
布
し
ま
し
た
。

　

西
岡
さ
ん
は
「
家
族
が
一
緒
に
朝

ご
は
ん
を
食
べ
会
話
す
る
こ
と
で
、

子
供
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
集
中
力
向
上
や
ス
ト
レ
ス
軽
減

に
も
つ
な
が
る
。
配
布
し
た
『
よ
さ

恋
美
人
』
を
家
族
で
食
べ
て
も
ら
う

こ
と
で
高
知
米
の
ブ
ラ
ン
ド
を
知
っ

て
も
ら
い
、
米
の
更
な
る
消
費
と
作

付
け
に
繋
が
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

来場者に「よさ恋美人」を配布する西岡さん　写真㊧

花いけを行う宮本さん

　

高
知
県
は
１
月
13
日
、
高
知
市
の
高
知
学
芸

中
学
高
等
学
校
で
花
い
け
バ
ト
ル
の
体
験
会
を

開
き
ま
し
た
。
体
験
会
に
は
同
校
華
道
部
の
生

徒
ら
13
人
が
参
加
。
県
産
の
花
に
触
れ
、
自
由

に
花
を
生
け
る
楽
し
み
を
伝
え
ま
し
た
。

　

高
知
県
が
用
意
し
た
県
内
産
の
ユ
リ
・
ダ
リ

ア
・
オ
キ
シ
ペ
タ
ラ
ム
な
ど
30
種
類
以
上
の
花

材
を
使
い
、
生
徒
ら
は
大
会
と
同
じ
形
式
で

練
習
。
昨
年
10
月
に
高
知
市
で
行
わ
れ
た
四
国

大
会
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
「
は
る
ま
き
」
の
片

岡
里
香
さ
ん
と
宮
本
晴
さ
ん
も
体
験
会
に
参
加

し
ま
し
た
。「
２
人
で
動
画
を
見
な
が
ら
色
合

い
・
土
台
の
作
り
方
を
研
究
し
て
い
る
。
本
番

も
練
習
も
、
と
に
か
く
楽
し
み
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

高知県 高知学芸中学高等学校で花いけバトル体験会
四国優勝チームも練習

県内企業と県産企業で作った缶詰発売
　アグリコレットへＧＯ

　
「
と
さ
の
さ
と
ア
グ
リ
コ
レ
ッ
ト
」
は
昨

年
12
月
28
日
よ
り
、
新
商
品
「
土
佐
あ
か
う

し
の
ス
ジ
煮
込
み
鍋
」
を
発
売
。
県
内
企
業

３
社
と
共
同
開
発
し
、
発
売
か
ら
２
週
間
で

約
２
５
０
缶
を
売
り
上
げ
て
い
ま
す
！

　

同
商
品
は
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経
済
が
落

ち
込
ん
だ
令
和
２
年
の
夏
、
横
山
眞
二
店
長

が
発
案
。
横
山
店
長
は
、
保
存
食
の
概
念
を

変
え
る
よ
う
な
、「
グ
ル
メ
缶
」
の
開
発
に

乗
り
出
し
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
や
贈
答
品
に

も
な
れ
る
新
商
品
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

残
り
汁
も
ご
飯
に
か
け
て
土
佐
あ
か
う

し
の
ダ
シ
を
味
わ
え
る
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
サ

ト
ウ
キ
ビ
蜜
が
効
い
た
甘
辛
い
味
付
け
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

横山店長「６個セットやアソートギフトも好評発売中です！」

米袋バックを作る参加者

ＪＡ高知県職員が米の講話行う　
県ブランド米もＰＲ
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鳥獣被害対策専門員からのお知らせ かみ じ　  かずひさ
鳥獣被害対策専門員　上地　和久
携帯電話:090－3189－0373

　鳥獣被害対策専門員は高知県鳥獣対策課の配置事業として県下に16名おり、地域に密着して幅広い支援を行っています。
支援内容は、以下のようなものがあります。

　◆被害相談
　　農作物被害があった圃場に赴き、被害状況の把握や対策方法の提案などを行います。
　◆被害調査
　　自動カメラの設置等を行い、加害獣の特定や、侵入ルートの判別を行います。
　◆柵の設置指導
　　電気柵やワイヤーメッシュ柵などの設置方法を指導・補助します。
　◆事業活用のサポート
　　多くの市町村が獣害対策に対して補助金を出しています。その申請等のサポートをします。
　◆新規狩猟者へのサポート
　　狩猟免許の取得や、罠づくりのサポートなどを行います。罠づくりに必要な道具をお貸し
　　することもできます。
　◆勉強会の開催
　　希望する地区において、鳥獣被害対策勉強会を開催します。

　このように、鳥獣被害対策専門員は様々なサポートを行っています。
被害に遭われた方、狩猟に興味がある方、ぜひお気軽にお問い合わせください。

●農福連携とは
　農福連携とは、「農業と福祉が連携し、障害者の農業分野での活躍を通じて、農業経営の発展とともに、障害者の
自信や生きがいを創出し、社会参画を実現する取組（令和元年 農福連携等推進ビジョンより） 」のことで、「農業」
と「福祉」がつながることで、様々なメリットが生まれることが期待できます（図１）。

●農福連携の取り組みパターン
　農福連携にはいくつかのパターンがありますが、農業者が農福連携に取り組む方法としては大きく分けて次の２つがあ
ります。

①直接雇用する方法
・農業者等が障害のある人を雇用し、農作業に従事してもらいます。
・農業者は作業指示や労務管理などを、全て自らの責任で行います。

②障害福祉サービス事業所に農作業を請け負ってもらう方法
・農業者が障害福祉サービス事業所（障害者に対する支援を行う施設、以下、事業所という。）に、
　農作業や加工等を委託します。
・農業者は、事業所と作業日程・作業内容を調整します。そして、事業所の職業指導員が、
　障害者の能力把握、作業指示とサポートを行います。

初めて農福連携に取り組む農業者の方には、福祉に関する知識が十分でなくても取り組みやすい②の方法をお勧めします。

●高知市農福連携研究会の紹介　
　令和元年７月に高知市における農福連携の促進及び関係機関の情報共有等を目的に、「高知市農福連携研究会
（会長：高知市福祉事務所長、事務局：高知農業改良普及所）」を設立し、農福連携の理解促進やマッチングの拡
大を支援しています。また、農業者の皆様が農福連携に関心を持ち、取り組みを始めるきっかけとして活用していただく
ために、農福連携に取り組む際の初歩的な知識や高知市内での取組事例を紹介した「始めよう！　農福連携スタート
アップガイド」を発行しています（図２）。

●さいごに
　障害のある人が農業分野で活躍する場を創出し、農福連携の裾野を広げていくにあたっては、「知られていない」「踏
み出しにくい」「広がっていかない」などの課題も指摘されています。まずは、農業側、福祉側双方がお互いのことを知
り、農福連携について理解することから始める必要があります。農福連携のメリットや取組方法、どんな作業が依頼でき
るかなどのご質問やマッチング依頼、スタートアップガイドのご希望等がありましたら、お気軽にお問合せください。

鳥獣被害対策専門員の行う支援について

グーとパーの体操でエネルギーを循環
健康生活研究所所長●堤 喜久雄

　介護施設でも好評のグーとパーを使った体操をご紹介します。運動が苦手な人や高齢者でも行いやすく、かつ効果の高い体操
です。基本の動きができるようになったら、体操の動きのリズムに合わせて「いち、に、さん、し」と声に出して行うとなお良いです。
　今回が手指体操の最終回です。手指体操は手指の筋力を鍛えるだけでなく、手の指先から足の指先まで全身の血行を促し、内
臓諸器官の働きを高め、脳の若さを保ち、心と体の疲れも癒やす体操です。健やかな毎日を送るために、今までご紹介してきた手
指体操の一つでも続けていただければ幸いです。皆さんの健康寿命が一日でも延び、毎日が豊かになることを祈っています。

グーとパーを交互に

手軽に健康 手指体操

❶ 左手をパーにして手の甲を外側に向け、右手はグーにして左手
に付けます。

❷ 次に右手をパーにして手の甲を外側に向け、左手はグーにして右
手に付けます。❶と❷を10回繰り返します。

❸ 左手をグーにし、右手はパーにして手の甲を外側に向け、中指
を左手に付けます。

❹ 次に右手をグーにし、左手はパーにして手の甲を外側に向け、中指
を右手に付けます。❸と❹を10回繰り返します。

ポイント ❶から❹を1セットに5回繰り返します。ゆっくりで良いので動きを
　　　　正確に行うことを意識しましょう。パーは手のひらの筋肉も伸ばす
　　　　イメージで指先までしっかり伸ばします。

春野・土佐市地区

高知農業改良普及所より高知農業改良普及所より

お問い合わせ先：中央西農業振興センター高知農業改良普及所
（TEL.088－861－0711）　　（FAX.088－861－0660）

地区での勉強会の様子

農福連携の取り組みについて 

❶ ❷ 

❸ ❹ 
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今
日
、
驚
く
ほ
ど
の
営
農
の
発
達
、
科
学
技
術
の
発
展
は

面
白
い
で
す
ね
。

（
春
野
町
西
分　

80
歳
）

▼
１
月
号
の
特
集
は
「
I
o
P
ク
ラ
ウ
ド
S
A
W
A
C
H
I
」

の
運
用
ス
タ
ー
ト
。
高
知
県
で
は
全
国
に
先
駆
け
て
農
業
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て

き
た
「
経
験
と
勘
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
技
術
を
新

規
就
農
者
や
後
継
者
に
伝
え
る
と
き
に
役
立
つ
「
デ
ー

タ
」、
こ
れ
を
基
に
栽
培
管
理
を
行
う
農
業
へ
の
関
心

が
よ
り
高
ま
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

農
業
も
勘
だ
け
で
な
く
I
T
導
入
が
進
む
時
代
で
す
ね
。

（
春
野
町
南
ヶ
丘　

66
歳
）

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
、

と
っ
て
も
上
手
に
描
け
て
い
て
、
感
動
し
ま
し
た
。

（
春
野
町
弘
岡
下　

80
歳
）

▼
J
A
高
知
県
で
は
、
県
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
コ

ン
ク
ー
ル
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
お
米
・

ご
は
ん
食
に
関
す
る
思
い
出
や
考
え
た
こ
と
な
ど
、
率
直

な
気
持
ち
で
自
由
に
表
現
さ
れ
た
作
品
が
１
３
４
点
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

▼
１
月
号
で
は
、
安
芸
支
部
川
北
地
区
の
女
性
部
の
皆
さ

ん
が
３
品
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
金
時
豆
の
押
し
寿

司
」
は
彩
り
・
盛
り
付
け
も
丁
寧
で
、
写
真
も
と
て
も

綺
麗
で
す
ね
。
金
時
豆
は
普
段
使
わ
な
い
人
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
簡
単
に
作
れ
る
の
で
ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。

▼
チ
ク
カ
ツ
！  

で
は
生
産
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
梼
原

高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
野
菜
や
特
産
品
、
農
業
を
発

信
す
る
出
前
授
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
子
供

の
頃
に
田
植
え
や
収
穫
体
験
を
す
る
と
、
自
然
と
触
れ

合
え
る
良
い
機
会
・
経
験
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

▼
コ
チ
ッ
ト
の
イ
チ
オ
シ
！  

で
は
長
岡
温
泉
館
内
の
お
店

を
紹
介
し
ま
し
た
。
大
き
く
紹
介
し
た
「
エ
ビ
チ
リ
」
も

お
い
し
い
で
す
が
、
私
の
オ
ス
ス
メ
は
「
ゴ
マ
団
子
」。
と

て
も
大
き
く
食
べ
応
え
が
あ
り
、
あ
ん
こ
た
っ
ぷ
り
。
揚

げ
た
て
が
と
っ
て
も
美
味
し
い
で
す
！

▼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
誰
か
の
楽
し
み
に
な
れ
る

よ
う
な
広
報
誌
に
な
れ
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
来
月

号
も
お
楽
し
み
に
！

毎
号
、
う
ち
ん
く
の
台
所
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！  

今
月
も
早
速
作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
知
市
東
秦
泉
寺　

34
歳
）

チ
ク
カ
ツ
！  

を
見
て
小
学
校
の
頃
に
田
植
え
や
き
ゅ
う
り

の
収
穫
体
験
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
自
然
と
触
れ
合

い
、
と
て
も
印
象
に
残
る
も
の
な
の
で
い
い
活
動
だ
と
思
う
。

（
春
野
町
弘
岡
上　

20
歳
）

気
に
な
っ
て
い
た
「
美
味
館
」
の
紹
介
。
ぜ
ひ
食
べ
に
行

こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
高
知
市
加
賀
野
井　

75
歳
）

月
１
回
ポ
ス
ト
に
入
る
こ
う
ぐ
り
を
楽
し
み
に
読
ま
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
高
知
市
鴨
部　

72
歳
）

大雪による被害はありませんでしたか？

春野支所　共済課
TEL：088－894－3304

つ
や
つ
や
の
　
お
い
し
い
み
か
ん
は
　
庭
の
枝
に

（
高
知
市
高
須
・
40
歳
）

今
月
の
川
柳

受賞作品はホームページに
掲載されています。
コチラをチェック ！

雪の重みで変形した樋

　春野支所共済課・共済普及課は、昨年12月末に発生した大雪
による被害の被害調査及び共済金の支払い手続きを進めています。
　建物更生共済加入契約のＪＡ高知県管内での大雪による被害件
数が3,269件（令和５年１月27日現在）、その内、春野支所管内で
は280件以上の被害報告が、組合員・契約者様より寄せられてい
ます。
　春野支所管内での被害は、「樋」「瓦」が大半を占めています。
被害報告があった場合は、ＬＡ2人体制で訪問し被害調査を進めてい
ます。樋・瓦などは降雪による重みで変形したり割れたりしている
ケースが多く、予期せぬ大雪による被害が多数発生しています。春
野支所では、迅速な被害調査、共済金の支払いに向けて努めてい
ます。
　建物更生共済ご加入中の組合員・契約者の方で大雪による被
害があった方は、共済課、担当ＬＡまでご連絡下さい。


